
震災時における救助現場トリアージ３

　震災時における救助現場トリアージとは、どのようなものでしょうか？　この項目で説明する
「救助現場トリアージ（レスキュートリアージ）」は、広域な現場の状況を把握したのちに実施す
る「捜索場所のトリアージ」とは内容が異なります。

表１－２

救助現場トリアージ（レスキュートリアージ） 捜索場所のトリアージ

・発災直後～災害中期
・現場（地域）の状況不明

・各署所の管轄区域
・最低限の情報から救える命を救う。

・災害初期（24時間程度経過）～災害後期
・ 現場（地域）の情報がある程度収集できてお
り、災害の全体像が見えている。

・被災地の災害対策本部等
・ 収集した情報から消防力を集結させ、捜索する
場所を選定する。

※人命救助活動を中心に考えた分類
　発災直後：自己所属隊のみで対応、災害の全体像は不明。
　災害初期： 隣接市町村応援隊が到着し始める。発災から24時間程度経過、消防は劣勢な状況だが、災

害の全体像は見えてくる。
　災害中期： 県内応援隊が到着し始める。発災から48時間程度が経過し、応援隊も具体的に活動が始ま

る。
　災害後期：緊急消防援助隊も活動が始まり、発災から72時間程度が経過し、消防力は優勢となる。

　はじめに、通常災害のトリアージ（医療的トリアージ）について概略を説明し、その後救助現
場トリアージについて説明します。

通常災害で行われる医療的トリアージ1
　10人以下程度の複数傷者で考えると、現場から搬送できる状態の傷者に対して医療的トリアー
ジ（現在一般的にいわれているトリアージ）を行います。さらに、ある程度救出時間が予測でき
る場合に、すぐに搬送できる状態の軽傷者を後回しにして待機させ、間もなく救出されるであろ
う重傷者を優先します。しかし、軽傷者が容態悪化する可能性はゼロではないので早急に救急隊
を増隊し、速やかな全員の搬送を目的に消防力を確保します。
　次に、10人を超える一般的に多数傷者といわれる状況（10人という数字に全国的に統一された
定義はありません。）ですが、この場合、基本的に応急救護所に搬送されてきた傷者に対して医
療的トリアージを行います。重傷者が救出中で救出予想時間が短時間であれば、重傷者の搬送を
優先する判断も多少なら行うかもしれませんが、救出時間が不明な場合は重傷者を優先する判断
は困難だと思われます。
　余りにも傷者が多い場合、救出現場の活動は「目前の救出できる傷者を救出する」という意識
（判断）が強くなっていきます。このかぎ括弧書きの言葉は消防隊員にとっては非常に意味深
く、複数の救出現場に対し、救出する優先順位は付けられないので、「目前の」又は「最初に接
触した」傷者に責任を持つという考え方が定着しています。

第１章　地震災害12

要救助者が死亡していた場合2
　災害とは、「自然現象や人為的な原因によって、人命や社会生活に被害が生じる事態をさす。」
と説明されています。地震などの自然災害や大事故の発生現場では、多くの人々の救援・救命活
動により「命が助かる人」と残念ながら「大切な家族・尊い命を失う人（喪失・悲嘆）」、これら
が同時にきます。思いがけない理不尽な出来事に遭遇し、突然家族から遺族となる方々に、我々
DMORTが超急性期から関わることは重要なことだと考えます。さらに、災害発生直後に最先着
する消防職員による「家族の心情を理解した対応」は特に重要です。

⑴　DMORTの役割

　DMORTの役割としては、１．災害現場での家族（遺族）支援活動、２．長期にわたる遺族支
援（専門家・組織のネットワーク作り）、３．メンバー養成研修会の開催などの３つが挙げられ
ます。
　DMORTの一員として、大切な家族が突然に亡くなり遺族となったとき、その家族（遺族）に
どのように亡くなったことの事実を伝え、その心理的混乱状況下でどのように家族に接したらよ
いのでしょうか。すぐに特別な手助けができる状況ではなくとも、心情を理解し、寄り添うこと
が超急性期の重要なサポートになります。さらに、専門家として冷静に、犠牲者の方の多くの情
報を事実として収集しておくことが、その後の対応に大きな効果を発揮する任務といえます。
　突然の悲しい・辛い出来事、極限状態での遺族対応は非常に難しいことです。災害多発国の日
本であっても、そうそう経験するものではありません。したがって急性期の遺族心理や遺族を傷
付ける可能性のある言葉など、家族（遺族）のこころを傷付けないためにも、模擬体験ができる
研修や訓練が必須だと思います。日本DMORTで実際に行っている研修・訓練については章の最
後に紹介します。

⑵　現場の消防職員の対応　～救出活動断念と家族への対応～ 

　DMORTには３つの役割があると
前述しましたが、現場の消防隊の役
割（活動）は「災害現場での家族対
応」が主となります。
　震災時や多数傷者が発生する大規
模な特殊災害では、生命兆候が確認
できない場合、迅速な救出が不可能
な場合、社会通念上死亡と判断でき
る場合などは、救出活動を断念し、
次の救助活動現場へ移動しなければ
なりません。実際に阪神・淡路大震
災でも、医療関係者の方々がいう、
超急性期よりも更に前の震災発生直 図５－７　救出活動断念と家族対応

２　家族（遺族）対応の実際 115

⑵　建物の外部で行うことを知る

　被害を受けた建物の写真から骨格を想定し、外部からチェックするポイントを説明します。
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写真３－２　震災で被害を受けた建物（外観）

図３－14　写真３－２から想定した骨格図
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　　ｃ　中央部のコンクリート片の落下防止を行います。
　　ｄ 　三角形の溝内の鉄筋を避け、ハンマードリル等でコンクリートの強度を下げるための穴

開け作業を行います。
　　ｅ 　三角形の溝内の強度が下がったところで削岩機等を使用し、溝内を鉄筋だけの状態にし

ます。
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図４－６　はつり作業の手順

　ウ　中央部分コンクリート確保要領
　　 　短い鉄筋等にテープスリングを付け、サーチングホールへ縦にして入れます。鉄筋等が内
側へ通ったら単管等で確保します。

破壊箇所の落下防止状況
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